
栃木県 那須町 伊東 可奈

【年 齢】
38歳

【出身地】
宮城県仙台市

【転出元】
宮城県仙台市

【前 職】
大学事務職

【活動時期】
R5.6～R8.5

地元仙台市が好きで、ずっと外にでることを考えていませ
んでしたが、退職を機に、そして40代になる前の新たな
チャレンジとして協力隊になることを選択しました︕
那須町には協力隊の応募を見る前に旅行で訪れていて、豊
かな自然がありながら、観光地としての賑わいもある部分
にとても魅力を感じていました。
自然の中で生活したいという憧れと空き家の活用に興味が
あったことから、那須町の協力隊がピッタリとはまり、迷
うことなく応募をしました。

【メディア等の取材連絡先】
（メールアドレス）kana.ito.1217@gmail.com
（電話番号）0287-72-6955（ふるさと定住課）
【活動の様子を発信しているSNS・ブログなど】
（黒田原駅前空き家活用プロジェクト）
https://www.instagram.com/akiya_kurodahara/

今後は退任後に向けて、活動をさらに広げていきつつ、地
域の声にもっと寄り添っていきたいです。
現在、改修中の空き家をコミュニティスペースにし、電車
待ちの高校生が勉強や活動の場として使用したり、地域の
方のチャレンジの場にしたり、地域内外の人々の繋がりの
場所になっていくことを目指しています。
退任後は、このコミュニティスペースを拠点に、人と人を
つなげていく活動をしながら、地域の情報発信などを継続
していきたいと考えています。

協力隊に応募したきっかけ

今後の抱負・任期後の目標

連絡先

活動内容基本情報

●黒田原駅前空き家活用プロジェクト
令和6年1月から黒田原駅前にあった空き家兼空き店
舗を、地域の方々が集えるコミュニティスペースに
したいと考え、「黒田原駅前空き家活用プロジェク
ト」を企画しました。

改修作業は県内の大学生、地元の高校生・中学生に
声をかけ、空き家にあった残置物の片付けから壁の
ペンキ塗り、椅子作りなど、作り上げる段階から関
わってもらいました。駅前の比較的人通りも多い場
所で行っているだけあって、若者が何かをしている
と地域の方も気になって覗きに来てくれたり、声を
かけてくれるので、その度に宣伝をしています。
完成後は学生や子供たちの居場所・活動の場、地域
の方のチャレンジの場、人と人の繋がりの場にして
いきたいと考えています！

●「黒田原だっぱラジオ」で地域の情報発信
地域おこし協力隊OBが立ち上げたローカルインター
ネットラジオ「黒田原だっぱラジオ」にて隔週金曜
日にパーソナリティとして活動しています。
担当日以外にも地域のイベントや地元学校の活動な
どを取り上げた情報発信を積極的に行っています︕

不動産利活用
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